
７つの目標

　復興枠 　原子力災害からの復興

　重点枠 　安定した雇用を創出する

　総合戦略枠 　新しいひとの流れをつくる

　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

　安心なくらしを守るとともに、周辺地域との連携を図る

　将来を担う多様な人材を育成・確保する

　重要な課題への対応

※複数の事業枠及び基本目標に関連する事業は、関連するすべての基本目標の欄に事業名称等を記載し、金額はカッコ書きとしています。

◎「復興枠」事業 （単位：千円）

目
標

基
本
的

方
向

番
号

事　業　名 区分
事業費
総額

事業目的・概要 課　名

　原子力災害からの復興

(1) 原発事故による風評被害対策のさらなる強化

1
線量計等緊急整備支援
事業

継続 2,320
　原発事故に伴う放射線の影響に対する不安の解消と安心
の確保を図るため、希望する市民にバッジ式線量計を貸し
出し、放射線量を測定する。

保健課

2
がんばる喜多方復興加
速化事業（農林業対
策）

拡充 9,178

　風評被害を払拭し震災からの復興を加速化するため、市
独自に米の放射性物質検査等を行い安全性を確認するとと
もに、首都圏等を中心にトップセールスやイベントを通じ
て農畜産物をはじめ本市の安全性のＰＲを強化するほか、
パートナーショップと連携しながら情報発信を強化する。

農業振興課

3
新規就農者・東日本大
震災被災地域農業者支
援事業

継続 1,175

　営農再開時の初期投資に係る負担を軽減し、地域への定
着化と担い手の育成を図るため、東日本大震災により被災
し本市で営農を開始しようとする農業者を対象に、農地賃
借料、農業機械・施設リース料等の一部を支援する。

農業振興課

4
肉用牛肥育素牛導入事
業

継続 2,970

　風評被害により大きな損害を被っている畜産農家の経費
の負担軽減を図り、福島会津牛の生産を維持してブランド
を確立するため、畜産農家による肉用牛肥育素牛の導入に
対する支援を強化する。

農業振興課

5 優良基礎雌牛導入事業 継続 3,670

　風評被害により大きな損害を被っている畜産農家の経費
の負担軽減を図り、福島会津牛の生産を維持してブランド
を確立するため、畜産農家による優良基礎雌牛の導入に対
する支援を強化する。

農業振興課

平成28年度　地域創生推進事業一覧表

　地域創生推進事業は、原子力災害からの復興に対応する「復興枠」、本市総合計画やマニフェスト
に基づく重要課題に対応する「重点枠」、本市まち・ひと・しごと創生に対応する「総合戦略枠」を
設けて実施し、本市の特色や地域資源を活かした施策をより一層強化しながら、若い世代の働く場の
確保や結婚・出産・子育てに関する希望を実現し、若者が住みたくなるような魅力あるまちづくりを
推進します。
　平成28年度においては、３つの分野に対応する７つの目標、17の基本的方向を定め、128事業を実
施します。

３つの分野
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目
標

基
本
的

方
向

番
号

事　業　名 区分
事業費
総額

事業目的・概要 課　名

6 広葉樹林再生事業 継続 8,682

　原発事故による放射性物質の影響を払拭するため、きの
こ用ほだ木として使用する既存の原木林を伐採し、その根
株から新たな萌芽を促進することにより、原木林の再生と
将来に向けたほだ木の安定供給を図る。

農山村
振興課

7
東日本大震災被災等企
業立地支援事業

継続 650

　円滑な操業再開と企業立地による市内経済の振興・活性
化を図るため、東日本大震災により被災し、またはその後
の原発事故の影響で、操業場所を移転・分散しようとする
企業のうち、本市で操業開始する企業を支援する。

商工課

8
ふくしまデスティネー
ションキャンペーン推
進事業

継続 5,290

　本市の魅力を全国に発信して誘客を図るため、「ふくし
まデスティネーションキャンペーン（ＤＣ）」の最終年度
として開催されるアフターＤＣにおいて、官民一体となっ
た各種事業を実施する。

観光交流課

9

グリーン・ツーリズム
推進事業（H28がんば
る喜多方復興加速化事
業）

拡充 6,643

　風評被害を払拭して震災からの復興を加速化し、グリー
ン・ツーリズムをはじめとする本市交流人口の増加を図る
ため、小中学校や旅行会社等への訪問、モニターツアーの
実施、リピーターを増やすためのファンクラブ募集など、
グリーン・ツーリズム事業を積極的に展開する。

観光交流課

10
喜多方ブランド国内外
販路開拓等支援事業

継続 2,806

　風評被害を払拭して震災からの復興を加速化し、喜多方
産品の知名度向上を図るため、また、ＴＰＰ（環太平洋
パートナーシップ協定）の合意による関税撤廃を輸出拡大
の契機と捉え、国内または海外で開催される見本市、商談
会等に出展し、本市の魅力や安全性をＰＲして販路の開
拓・拡大に取り組む団体を支援する。

観光交流課

11 学校給食食材検査事業 継続 15,596

　本市農畜産物等は放射性物質検査等により安全性が確認
されているが、学校給食については、より安全・安心を確
保するため、独自に放射能測定器を設置して食材の検査を
実施する。

学校教育課
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◎「重点枠」事業 （単位：千円）

目
標

基
本
的

方
向

番
号

具体的施策 事　業　名 区分
事業費
総額

事業目的・概要 課　名

　安定した雇用を創出する

(1) 地域の特色を活かした足腰の強い農林業を推進する

1

①農畜産物の高品質
化と生産性・収益性
の向上による競争力
の強化

園芸作物施設化促進事
業

継続 10,500

　天候等に左右されず、安定して高品質
な園芸作物（アスパラガス、きゅうり
等）の生産が可能となる施設栽培を促進
するため、新規でパイプハウスによる施
設化に取り組む農業者に対し本市独自に
初期投資の一部を支援することにより、
農業者の負担を軽減し、農家経営の安定
化を図る。

農業振興課

2 〃
中山間地域花き生産支
援事業

継続 401

　中山間地域等の農業・農村活性化のた
め、低コスト・省力化が可能な花きの露
地栽培に取り組む農業者等を対象に施設
整備等経費の一部を支援する。

農業振興課

3 〃 水稲直播栽培促進事業 拡充 4,000

　本市農業の生産構造改革のため、非主
食用米等の直播栽培により低コスト化を
図る農業者等に対し、導入面積に応じて
経費の一部を支援する。

農業振興課

4 〃
水田利用型園芸作物導
入支援事業

継続 1,140

　本市農業の生産構造改革のため、収益
性の高い園芸作物への作目転換を行う農
業者等に対し、生産資材、機材等の初期
投資の一部を支援する。

農業振興課

5 〃
ゆきちから生産支援事
業

継続 2,500
　ゆきちから（小麦）の生産に伴い、収
量・品質の向上を図る取組にかかる経費
の一部を支援する。

農業振興課

6 〃
雄国山麓地区園芸作物
等生産支援事業

拡充 680

　雄国山麓地区における農業振興と農業
者の所得向上を図るため、収益性の高い
葉菜類等（ホウレンソウ、小松菜等）の
栽培に取り組む農業者等への支援や、収
益性の高いケナフの種苗代に対する支援
を行う。

農業振興課

7 〃
肉用牛肥育素牛導入事
業

継続 (2,970) ＜再掲＞ 農業振興課

8 〃 優良基礎雌牛導入事業 継続 (3,670) ＜再掲＞ 農業振興課

9

②経営感覚のある農
業経営体が中心と
なった農業構造の確
立

担い手農地集約化支援
事業

継続 5,500

　農地中間管理機構又は農業委員会を通
し、担い手に農地を集約する場合、農地
の受け手及び出し手（農地中間管理機構
を通さない場合は対象外）に対し面積に
応じた交付金を交付する。

農業振興課

10 〃
新規就農者経営確立支
援事業

継続 2,653

　地域農業の担い手の拡大及び育成のた
め、新たに農業経営に意欲を持って取り
組む方に対し、就農準備及び経営開始に
要する経費の一部を支援する。

農業振興課

11 ③低コストで効率的
な森林整備の推進

森林整備・木材利用促
進対策事業

継続 200

　森林整備については、国・県の補助に
より間伐事業と近隣道路までの搬出事業
が行われているが、これら間伐材を製材
所等へ運搬する経費の一部を支援するこ
とにより、木材の有効活用を促進すると
ともに、森林整備への意識の高揚を図
る。

農山村
振興課
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目
標

基
本
的

方
向

番
号

具体的施策 事　業　名 区分
事業費
総額

事業目的・概要 課　名

(2) 企業誘致を推進するとともに、商工業の経営環境や競争力を強化し、生産性・収益性を高める

1
①工業用地の整備と
企業立地に対する支
援

工場等設置助成金・雇
用促進助成金

拡充 83,800
　本市産業の振興と雇用機会の拡大を図
るため、市内に工場等を設置した事業者
に対し、経費などを支援する。

商工課

2
②企業の生産性向
上、経営基盤強化に
対する支援

制度資金信用保証料補
助金

継続 30,000

　経営基盤の安定と企業体質の改善を図
るため、市及び県の制度資金の融資等を
利用した市内中小企業者に対し、かかる
信用保証料を支援する。

商工課

3

②企業の生産性向
上、経営基盤強化に
対する支援

③製造業・次世代産
業の育成による競争
力強化

ものづくり企業等経営
基盤強化支援事業

継続 8,735

　ものづくり企業等の技術力・競争力を
高め、企業の経営基盤の強化を図るた
め、市内企業が行う新製品・新技術の開
発、受注拡大、販路開拓、人材育成及び
企業連携等の取組みを支援するととも
に、経営者や従業員の意識改革を行い、
企業の生産性を向上させるため、ムダの
ないものづくりの手法に取り組む企業を
支援する。

商工課

4
③製造業・次世代産
業の育成による競争
力強化

地域ものづくり産業発
展支援事業

拡充 1,747

　ものづくり産業の活性化を図るため、
高校・大学等と企業との交流促進や、市
民にものづくり産業に対する理解や関心
を深めてもらうことにより、将来のもの
づくり産業を担う人材育成と地域産業の
発展を図るため、子どもたちにも分かり
やすく、市民と企業との交流の場となる
「ものづくり交流フェア」を実施する。

商工課

5 ④商業の受注、販路
拡大に対する支援

あきない力向上支援事
業

拡充 5,000

　販売力・集客力を強化し、店舗の魅力
を高める「あきない力」の向上を図るた
め、広告宣伝、店舗の改装、新商品・
サービスの開発等に取り組む小規模事業
者を支援する。

商工課

(3) 次世代の商工業の後継者づくりを支援し、新たな雇用の創出につなげる

1 ①起業・創業に対す
る支援

創業支援事業 継続 1,836

　本市における開業率を高め、地域活性
化を図るため、国の認定を受けた「喜多
方市創業支援事業計画」に基づき、官民
協働により創業希望者に対する総合的な
サポートを行う。

商工課

2 〃
中心市街地商業活性化
事業

継続 3,979

　本市の商業振興を図るため、空き店舗
を活用した起業・創業に取り組む者に対
し、「県の活力ある商店街支援事業」と
併せた支援を行う。

商工課

3
②商工業の後継者の
育成・確保や事業承
継に対する支援

職業訓練支援事業 継続 1,800

　職業能力の向上を図るため、再就職希
望者が就職に必要な技術や技能を習得す
るための職業訓練に要する経費の一部を
支援する。

商工課

(4) 地域資源を活かし地場産業の魅力・付加価値を向上させる

1
①喜多方産品の消
費・販路拡大による
所得の向上

６次産業総合推進事業 継続 571

　本市農畜産物等の高付加価値化と農業
者の所得向上を図るため、新商品の開発
など６次産業化に取り組む農業者等を支
援するとともに、農業と観光産業・食品
産業・商工業等が連携したネットワーク
を構築して関係機関・団体が情報を交
換・共有し、さらに販路拡大を中心とし
たサポート体制を整備する。

農業振興課

2 〃
三ノ倉高原花畑はちみ
つ生産実証事業

拡充 835

　観光資源である花畑を農林資源として
活用するとともに、中山間地域等の農
業・農村の活性化を図るため、三ノ倉高
原花畑において養蜂を行い、菜の花、ひ
まわり等から採集される純粋な蜂蜜の生
産実証に取り組む農業者等を支援する。

農業振興課
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目
標

基
本
的

方
向

番
号

具体的施策 事　業　名 区分
事業費
総額

事業目的・概要 課　名

3 〃
喜多方ブランド国内外
販路開拓等支援事業

継続 (2,806) ＜再掲＞ 観光交流課

　新しいひとの流れをつくる

(2) 住まい、仕事等の支援を通じ、本市への移住を促進する

1 ②移住者に対する住
まいや仕事の支援

新規就農総合支援事業
青年就農給付金

継続 15,750

　青年就農者の営農の継続と定着を図る
ため、人・農地プランに位置付けられて
いるか又は農地中間管理機構から農地を
借りている新規就農者に対し、就農に係
る支援を行う。

農業振興課

2 〃
新規就農者・被害日本
大震災被災地域農業者
支援事業

継続 (1,175) ＜再掲＞ 農業振興課

3 〃
雇用相談センター運営
事業

継続 2,408

　安定した雇用環境の促進を図るため、
本市独自に雇用相談センターを運営し、
就職相談や各種情報提供を行い、就労機
会の確保や雇用ニーズのマッチングを図
る。

商工課

4 〃 就職支援事業 継続 250
　新規学卒者、再就職希望者及び障害者
の雇用促進を図るため、合同企業説明会
開催などにより支援を行う。

商工課

5 〃
中心市街地商業活性化
事業

継続 (3,979) ＜再掲＞ 商工課

(3) 魅力的な観光エリアづくりにより交流人口を増加させる

1
①観光資源の発掘・
磨き上げとネット
ワーク化

ふくしまデスティネー
ションキャンペーン推
進事業

継続 (5,290) ＜再掲＞ 観光交流課

2 〃
塩川三大お肉グルメ
フェア事業

拡充 850

　地域資源のＰＲにより誘客増加と地域
活性化を図り、震災からの復興を加速化
するため、塩川町の「会津牛」、「エゴ
マ豚」、「鳥モツ」をメインに三大お肉
グルメフェアを開催する。

観光交流課

3 〃 山都新そばまつり事業 拡充 1,054

　地域資源のＰＲにより誘客増加と地域
活性化を図り、震災からの復興を加速化
するため、山都新そばまつりの仮設トイ
レの増設による待ち時間の緩和とさらな
る誘客の受け皿を確保するとともに、新
たに給水設備を設置し、イベントの充実
を図る。

観光交流課

4 〃
かあちゃんたちの雪室
そばまつり事業

継続 491

　地域資源のＰＲにより誘客増加と地域
活性化を図り、震災からの復興を加速化
するため、山都町の「かあちゃんたちの
雪室そば祭り」を飯豊とそばの里セン
ターで開催し、そば資料館や雪室をまつ
りに組み入れながら、イベントのさらな
る充実を図る。

観光交流課

5 〃
鏡桜と花見ウォーク事
業

継続 665

　地域資源のＰＲにより誘客増加と地域
活性化を図り、震災からの復興を加速化
するため、福寿草の里として有名な山都
町沼ノ平地区の棚田の桜をライトアップ
するとともに、「棚田の桜ウォーク」を
開催する。

観光交流課

7



目
標

基
本
的

方
向

番
号

具体的施策 事　業　名 区分
事業費
総額

事業目的・概要 課　名

6 〃
「花・絶景・湯」をつ
なぐ整備事業

新規 239

　地域資源のＰＲにより誘客増加と地域
活性化を図り、震災からの復興を加速化
するため、高郷町の「雷神山花の森」と
「ふれあいランド高郷」とを結び「花・
絶景・湯」を堪能できる遊歩道等を整備
し、観光誘客を強化する。

観光交流課

7 〃 御殿場公園整備事業 新規 10,800

　御殿場公園を市内外から多くの利用者
が訪れる魅力ある公園とするため、未整
備区域を中心に親子で楽しめる遊び場の
機能の強化と多様な生き物が生育する自
然環境エリアの整備を行う。

建設課

8
②グリーン・ツーリ
ズムの一層の推進と
広域連携の強化

友好都市交流促進事業 継続 813

　友好都市協定を締結している東京都東
大和市及び千葉県香取市との交流を全市
的なものとするため、イベント等へ相互
に参加するとともに、市民や民間団体同
士による交流のさらなる促進を図る。

企画調整課

9 〃

グリーン・ツーリズム
推進事業（H28がんば
る喜多方復興加速化事
業）

拡充 (6,643) ＜再掲＞ 観光交流課

　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

(1) 出会いから結婚・妊娠・出産・子どもの健やかな成長における切れ目のない支援を行う

1
①結婚・妊娠・出産
を希望している人々
に対する支援

特定不妊治療費助成事
業

継続 1,375

　子どもを産み育てやすい環境のより一
層の充実を図るため、不妊治療を行う夫
婦に対し、特定不妊治療費の一部を支援
して経済的負担を軽減する。

保健課

2 ②子どもの健やかな
成長のための支援

軽度・中等度難聴児補
聴器購入費助成事業

新規 300

　身体障害者手帳の交付に該当しない軽
度及び中等度（難聴レベル30db以上70db
未満）の難聴児に対して、補聴器の購入
助成を行い、言語の習得や教育等におけ
る健全な発達を支援する。

社会福祉課

3 〃
妊娠期からはじめる歯
と口腔の健康づくり事
業

継続 868

　むし歯のない子どもを増やすために
は、妊娠期や乳幼児期といった早い段階
からの対応と対策の強化が必要なことか
ら、妊婦歯科健康診査と２歳児歯科健康
診査を実施する。

保健課

4 〃
任意インフルエンザ予
防接種事業

継続 3,167

　インフルエンザ感染の蔓延予防と子育
て世代の経済的負担の軽減を図るため、
乳幼児から中学３年生までの子ども及び
妊婦に対し。本市独自にインフルエンザ
ワクチン接種にかかる経費を支援する。

保健課

5 〃
スクールカウンセラー
配置事業

継続 1,020

　スクールカウンセラーを配置すること
により、教育相談体制を充実し、不登校
やいじめ等問題行動の未然防止と早期解
決を図る。

学校教育課

6 〃
スクールソーシャル
ワーカー配置事業

拡充 1,440

　スクールソーシャルワーカーを配置す
ることにより、福祉的な観点から問題行
動の未然防止、早期発見及び早期対応を
図る。

学校教育課

(2) 安心して子育てができる環境をつくる

1
①親子を中心に様々
な世代が交流できる
場の整備

御殿場公園整備事業 拡充 (10,800) ＜再掲＞ 建設課
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2 ②子育て世代の負担
軽減

遠距離通学拡充に伴う
デマンドバス運行事業

継続 1,769
　集団で遠距離通学・通園する児童・園
児の安全を確保するため、デマンドバス
の運行を拡充する。

生活防災課

3 〃
０歳児待機児童解消事
業

継続 5,522
　子育てと仕事を両立し、安心して子育
てができる環境を整備するため、０歳児
保育入所枠の拡大を継続する。

こども課

4 〃
放課後児童クラブ高学
年受入拡大事業

継続 13,569

　「放課後児童クラブ」において、児童
の健全育成と子育て支援対策を強化し、
安心して子育てができる環境を整備する
ため、小学校１～３年生を対象とした実
施と併せ、小学校４～６年生の受入拡充
を継続する。

こども課

5 〃
第一小学校区放課後児
童クラブ高学年受入拡
大事業

新規 9,190

　これまで施設確保の関係で小学校高学
年の放課後児童クラブ受入を実施できな
かった第一小学校区において、施設確保
のめどが付いたことから、受入拡大を実
施する。

こども課

6 〃
認可化移行総合支援事
業

継続 11,064

　認可保育所への移行を促進し、入所し
やすい環境を整備して待機児童の解消を
図るため、国の「待機児童解消加速化プ
ラン」に基づき、認可取得を目指す認可
外保育所に対し、認可移行のための経費
や運営費の一部を支援する。

こども課

7 〃 遠距離通学費扶助事業 継続 6,368
　集団で遠距離通学する児童の安全を確
保するため、デマンドバスを利用して通
学する際の経費を支援する。

学校教育課

8 〃 遠距離通園費扶助事業 継続 155
　集団で遠距離通園する園児の安全を確
保するため、デマンドバスを利用して通
園する際の経費を支援する。

学校教育課

　安心なくらしを守るとともに、周辺地域との連携を図る

(1) 安全・安心な地域社会をつくる

1 ①防災・減災対策の
推進

V-Low災害情報連携シ
ステム構築事業

新規 21,968

　防災行政無線未整備地区の喜多方地区
及び塩川地区に対する災害情報伝達手段
として、戸別受信機、屋外拡声設備など
の整備を行う。

情報政策課

2 〃
防災力・減災力強化事
業

継続 3,550

　東日本大震災及び原発事故を教訓に災
害に強いまちづくりを進めるため、災害
時に必要となる消防団員の装備品等の確
保や自主防災組織を拡充して消防団との
連携を強化するとともに、自治体や関係
団体との災害協定締結を推進する。

生活防災課

3 〃 水害対策事業 継続 1,987

　塩川町上江・別府地区では、豪雨によ
る床上下浸水や道路冠水等の被害が度々
発生していることから、浸水被害を防止
するため、大雨時に三吉排水路吐き出し
ゲートの操作及び別府排水路末端の排水
作業を行う。

生活防災課

4 〃
要援護者台帳システム
整備による登録推進事
業

継続 626

　安心して暮らすことのできる地域づく
りを進めるため、災害、救急等の緊急時
に支援を必要とする者に対し迅速かつ的
確に支援を行えるよう、要援護者台帳シ
ステムへの登録を推進する。

高齢福祉課
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5 〃
日常生活用具給付事業
（火災警報器設置）

継続 701

　住宅火災による犠牲者の多くが高齢者
であることから、火災からの逃げ遅れを
防ぎ人命を守るため、火災警報器が未設
置の一人暮らし高齢者世帯等に対し警報
器の設置を支援する。

高齢福祉課

6 〃
震災対策農業水利施設
整備事業（ため池耐震
性点検）

継続 50,506

　本市にある「ため池」には築造時期が
古い施設が多いことから、東日本大震災
を教訓に、特に被害が大きいと想定され
るため池17か所の耐震性点検等を実施
し、その結果をデータベース化する。

農山村
振興課

7 ②生活交通ネット
ワークの維持

生活交通対策事業 継続 23,053
　市民の日常生活に必要な公共交通の確
保を図るため、民間事業者による生活交
通路線バスの運行を支援する。

生活防災課

8 〃
遠距離通学拡充に伴う
デマンドバス運行事業

継続 (1,769) ＜再掲＞ 生活防災課

9 〃 遠距離通学費扶助事業 継続 (6,368) ＜再掲＞ 学校教育課

10 〃 遠距離通園費扶助事業 継続 (155) ＜再掲＞ 学校教育課

(2) 市民の健康づくりを強化する

1
①運動の習慣づけに
よる健康づくりの促
進

スポーツ交流都市宣言
推進事業

拡充 2,064

　生涯スポーツ振興による豊かな心を育
むまちづくりの指針となる「スポーツ交
流都市宣言」の理念を踏まえ、市民の健
康維持増進やスポーツを通した交流人口
拡大を図るため、スポーツ講演会、喜多
方こども駅伝大会、東邦銀行陸上部によ
る陸上教室、岡山県美作市とのサッカー
交流事業等を実施する。

生涯学習課

2 ②健康意識の向上と
予防医療体制の強化

健康づくり推進対策強
化事業

拡充 11,443

　疾病の予防対策強化を図るため、特定
健康診査やがん検診の受診率向上、生活
習慣病の重症化予防、健康づくりキャン
ペーンなどの取組みを重点的・総合的に
実施する。

保健課

3

③地域包括ケアシス
テムの構築による介
護・医療体制の充
実・強化

認知症と寄り添うまち
づくり事業

新規 942

　認知症に対する理解を深め、認知症の
人及び家族も安心して暮らせるまちづく
りを推進するため、認知症をテーマにし
た講演会等を開催する。

高齢福祉課

4 〃
いきいき高齢者介護予
防推進事業

拡充 3,650

　介護予防への関心を高め、元気な高齢
者を増やすため、「複合型予防事業」と
して市民ニーズが高い「認知症予防」や
「脳トレ」のプログラムを中心に教室を
開催する。

高齢福祉課

(3) 地域のつながりを維持する

1
①市民が主役となっ
た持続可能な地域づ
くり

地域おこし協力隊によ
る地域活性化事業

新規 13,885

　「地域おこし協力隊」について、地域
活性化のため市独自に新しく隊員を導入
するとともに、平成27年度から県の事業
で導入した伝統産業の継承のための隊員
の活動を継続して支援し、地域への定
着・定住を図る。

農山村
振興課

2 〃
過疎地域・集落対策事
業

継続 3,082

　過疎集落支援員による過疎地域・集落
の維持・活性化を図り、集落元気塾の開
催により集落の方向性を探り、次世代の
人材育成に取り組む。

農山村
振興課

10



目
標

基
本
的

方
向

番
号

具体的施策 事　業　名 区分
事業費
総額

事業目的・概要 課　名

3 〃
地域のにぎわい創出・
行政区低炭素化促進支
援事業

継続 12,000

　「ふるさと創生事業」として、地域伝
統芸能等の保存・継承に直接必要な備品
等の整備・修繕を支援する「地域のにぎ
わい創出」枠、行政区等によるＬＥＤ防
犯灯や太陽光発電設備等の新規整備を支
援する「行政区低炭素化促進」枠を引き
続き設け、地域が自ら考え、実践する取
組みを支援する。

企画調整課

4 〃
市民活動推進事業（市
民活動支援センター運
営事業）

拡充 3,621

　地域活性化に資する市民活動の推進を
図るため、喜多方市市民活動支援セン
ターを運営する団体を支援して機能を強
化する。

生活防災課

5 〃
商店街低炭素街路灯導
入促進事業

継続 1,572

　商店街や商工業者の経営基盤強化によ
る商業振興及び活性化、さらにＣＯ₂排出
量の削減等を図るため、商店街振興組合
等が行う街路灯の省エネ型電球ＬＥＤ等
への取替を支援する。

商工課

6 〃
伝統的建造物群保存地
区選定及び保存事業

新規 2,418

　小田付地区の伝統的建造物群保存地区
選定を推進するため、保存条例に基づき
保存審議会を設置し、保存地区の決定や
保存計画の策定を行う。

文化課

(4) 広域的な企業の連携を支援するとともに、自治体間の連携により経済・生活圏を形成する

1 ①企業間の広域連携
に対する支援

ものづくり企業等経営
基盤強化支援事業

継続 (8,735) ＜再掲＞ 商工課

2 ②自治体における広
域連携の推進

友好都市交流促進事業 継続 (813) ＜再掲＞ 企画調整課

　将来を担う多様な人材を育成・確保する

(1) 不足する人材の育成・確保と市内定着を促進する

1
②次世代を担うもの
づくり分野の人材育
成・確保

地域おこし協力隊によ
る地域活性化事業

継続 (13,885) ＜再掲＞
農山村
振興課

2 〃
地域ものづくり産業発
展支援事業

拡充 (1,747) ＜再掲＞ 商工課

(2) 将来を担う子どもたちの育成を強化する

1

①夢に向かい、変化
する時代を生き抜く
力を身につけるため
の教育

喜多方市学力向上プロ
ジェクト事業

拡充 6,305

　子どもたち一人ひとりが、これからの
グローバルな時代を生き抜くための「確
かな学力」や「自ら学び、考え、行動す
る力」を身につけられるようにするた
め、教師の指導力をさらに向上させ、各
学校が行う学力向上対策を支援するとと
もに、学校・家庭・地域・教育委員会が
連携・協働して取り組む環境を整備す
る。

学校教育課

2 〃
学校生活支援員配置事
業

拡充 23,369

　一人ひとりの障がいの状況に応じたき
め細やかな支援を行うとともに、自立し
た人材を育成するため、特別な支援が必
要な児童・生徒が在籍する学校に学校生
活支援員を配置する。

学校教育課

3 〃
喜多方市学校司書配置
事業

拡充 21,384

　子どもたち一人ひとりが「確かな学
力」を身につけるためには、読書活動を
通じた全ての教科の基本となる読解力の
向上が重要になることから、各学校の図
書館を利活用して授業を進められるよう
に学校司書を配置する。

学校教育課
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4

②本市の歴史、風
土、文化等に関する
学びを通じた「喜多
方人」の育成

人づくりの指針推進事
業

継続 3,312

　瓜生岩子刀自、蓮沼門三翁ら先人の教
えや藤樹学の精神をもとに風土や文化、
歴史等を踏まえて策定した「喜多方市人
づくりの指針」について、児童生徒も含
め市民一人ひとりへの浸透を図るため、
市内小中学校や市民団体、民間企業等へ
の講師派遣や研修会、講演会等を開催す
る。

生涯学習課

　重要な課題への対応

(1) 重要課題の解決に向けた事業の着実な実施

1 － 消費生活センター新設 新規 4,346

　商品やサービスなど消費生活全般に関
する苦情や問合せなどに対応する消費生
活相談体制の拡充を図るため、消費生活
センターを新設する（平成28年10月１日
設置）。消費者からの相談を専門の相談
員（１名）が受け付け、公正な立場で対
応にあたる。

生活防災課

2 － 小水力発電導入事業 拡充 15,495

　本市における再生可能エネルギーの導
入を推進するため、平成27年度に行った
詳細設計を踏まえ、農業用水路における
小水力発電設備をモデル的に導入する。

企画調整課

3 －
有害鳥獣被害防止対策
事業

拡充 11,321

　クマ、サル、イノシシ、ニホンジカ等
の有害鳥獣による農作物の被害及び人的
被害を防除するため、被害防止計画に基
づき「加害獣の捕獲駆除」、「生息環境
整備」及び「被害防除」の三本柱による
総合的な対策により、人と野生動物のす
み分けをより一層進め、農業の営みある
豊かな市民生活の継続に向けた環境整備
を積極的に推進する。

環境課

4 －
農作物野生獣被害対策
事業

継続 658

　野生獣による農作物被害の防止のた
め、行政区等地域が一体となって設置す
る電気防護柵の経費の一部を支援するこ
とにより、農作物被害の低減及び農山村
の維持・保全を図る。

農業振興課

5 －
塩川駅東西自由通路整
備事業

拡充 6,000

　商店街の活性化、新市街地住民の通勤
通学の利便性向上、ＪＲを利用した御殿
場公園へのアクセス向上等を図るため、
塩川駅東西自由通路の整備を行う。

建設課

6 －
上ノ山墓地公園拡張整
備事業

拡充 66,894

　上ノ山墓地公園は現在空き区画がない
ことから、市民ニーズに対応するため墓
所区画を増設する。また、公営納骨堂整
備の必要性を判断するため、市民を対象
としたアンケート調査を実施する。

環境課

7 －
第25回全国川サミット
in喜多方

新規 1,180

　全国川サミットは、一級河川と同名称
又は一級河川の流域にある全国の自治体
で組織される「全国川サミット連絡協議
会」が毎年会員自治体の持ち回りで開催
しているが、平成28年度は本市で開催さ
れることから、イベントを成功させるた
め、開催にかかる経費を負担する。

建設課

8 －
平成26年産米価下落対
応資金利子助成事業

継続 216

　平成26年産米の価格下落に伴い、稲作
農家の再生産を支援するため、ＪＡ会津
いいでの再生産対応融資制度を利用した
農家に対し、融資額の利子相当分を支援
する。

農業振興課

12
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事業費
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事業目的・概要 課　名

9 －
まちなみ景観形成事業
費補助金

継続 4,432

　景観計画区域において、良好な景観を
形成する建築物等の整備を支援すること
により、本市まちなみ景観の形成と市民
生活の快適性、利便性の向上を図る。

建設課

10 －

芸術家による文化交流
事業（H28大原美術館
収蔵作品展芸術家によ
る文化交流事業）

継続 5,400

　美術に対する知識の向上や観光等の産
業振興、地域活性化を図るため、岡山県
倉敷市「大原美術館」との連携により
「せぴろまの夢　まはマティスのマ展」
を開催するほか、芸術家や芸術系大学の
学生が本市に滞在し、市民と交流しなが
ら本市の自然・歴史・文化財など様々な
資源を活用して創作活動を行う文化交流
事業や、森林文化を活用したアート創出
事業を実施する。

文化課

11 －
蔵等国登録有形文化財
保存支援事業

継続 2,500

　蔵等の国登録有形文化財を良好に保
全・保護して文化財本来の価値を保つこ
とにより、歴史遺産及び文化資源として
地域間交流や観光、地域づくり等に活用
するため、所有者が行う建造物の保護・
保全にかかる経費の一部を支援する。

文化課

12 －
第72期名人戦記念将棋
普及事業

拡充 1,690

　平成26年４月に開催された「第72期将
棋名人戦」を契機に、市民が娯楽として
だけでなく、伝統的文化として将棋への
興味・関心を高めるとともに、子どもた
ちへの将棋文化の継承を図るため、各種
将棋大会等を開催する。
　平成28年度は、市制施行10周年を記念
し講演会も開催するなど、これまで以上
に事業の拡充を図る。

文化課

13 －
「喜多方の歴史」再発
見事業

拡充 1,274

　市民が郷土の歴史を再発見し理解を深
めるとともに、文化財保護意識の高揚及
び次世代への継承を図るため、「新宮熊
野神社長床」をはじめ重要な文化財等が
集中して存在する慶徳地区などの会津盆
地西北部の歴史、文化的背景に焦点を当
てたシンポジウムや講演会を開催する。

文化課

14 －
「会津の御田植祭」記
録作成事業

拡充 1,068

　伊佐須美神社の田植神事とともに文化
庁の「記録作成等の措置を講ずべき無形
の民俗文化財」に選択された慶徳稲荷神
社の田植神事について、国指定重要無形
民俗文化財への指定に向けて報告書及び
保存用映像記録等を作成する。

文化課

13



◎「総合戦略枠」事業 （単位：千円）

目
標

基
本
的

方
向

番
号

具体的施策 事　業　名 区分
事業費
総額

事業目的・概要 課　名

　安定した雇用を創出する

(1) 地域の特色を活かした足腰の強い農林業を推進する

1

②経営感覚のある農
業経営体が中心と
なった農業構造の確
立

きたかたの“農”を支
える担い手支援事業
【27年度補正】

新規 10,000

　農業の担い手となる若手農業者団体が
高収益な農業の実現に向け取り組む、生
産技術や経営力の向上、販路拡大に向け
たマーケティング活動等を支援するほ
か、地域において取り組む経営の低コス
ト化や機械の共同利用等による共同組織
の設立、水稲の直播栽培等に必要な農業
用機械・設備の導入、農作業受託組織等
による農業用機械等の導入にかかる経費
を支援する。

農業振興課

2 ③低コストで効率的
な森林整備の推進

元気な森林（もり）づ
くり推進事業

新規 4,968

　民有林の森林整備を促進し、雇用の創
出及び林業事業体の体制強化につなげる
ため、森林組合による森林経営計画の策
定を支援し、モデル林（境界の明確化を
省略でき一体的な森林整備が可能）を設
定するために必要な森林の所有者、現況
等の各種情報を衛星写真と併せて電子
データで一元的に管理でき、効率的な森
林施業の実施に資する「森林ＧＩＳ」を
導入する。

農山村
振興課

(2) 企業誘致を推進するとともに、商工業の経営環境や競争力を強化し、生産性・収益性を高める

1
①工業用地の整備と
企業立地に対する支
援

新工業団地整備事業
新規 73,366

　企業ニーズに対応できる新たな工業団
地を確保し、企業誘致による安定した雇
用の創出を図るため、綾金地区の市有未
利用地を活用して工業団地の整備を進め
るとともに、工業団地のＰＲと企業誘致
活動を強化する。

商工課

2 〃
移転企業等操業支援事
業

新規 7,400

　企業誘致による安定した雇用の創出を
図るため、工場を賃借し市外から市内に
移転する企業や、業務拡張のため市内に
新たに工場を賃借し操業開始する企業等
に対し、移転や設備投資にかかる経費を
支援する。

商工課

(3) 次世代の商工業の後継者づくりを支援し、新たな雇用の創出につなげる

1 ①起業・創業に対す
る支援

未来を拓く喜多方人育
成プロジェクト事業
【27年度補正】

継続 11,308

　都市部と地方との間の新たなひとの流
れや異業種交流による新規事業の創出、
地方創生を担う人材の育成などを図るた
め、県内外の市町村とも連携しながら、
市、関係機関・団体が中心となった「喜
多方人育成プロジェクト実行委員会（仮
称）」が市内の空き店舗等を拠点として
整備し、起業・創業を含む様々な分野に
関する知的好奇心を満たす講座を開催す
る。

企画調整課

2 〃
創業スタートアップ支
援事業
【27年度補正】

新規 2,500

　商工業の活性化と併せて空き店舗等の
利活用を図るため、本市創業支援事業計
画に基づき創業支援センター等の支援を
受けた創業希望者が、市内で空き店舗等
を活用して開業する場合に、事務所・店
舗の確保にかかる経費を支援する。

商工課

3
②商工業の後継者の
育成・確保や事業承
継に対する支援

あきない後継者育成確
保事業
【27年度補正】

新規 908

　商業の担い手としての資質向上や人材
育成を図るため、商業の若手経営者等を
対象に、経営に必要な知識や能力・技術
を習得するための研修会等（喜多方あき
ない道場）を実施する。

商工課
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(4) 地域資源を活かし地場産業の魅力・付加価値を向上させる

1
①喜多方産品の消
費・販路拡大による
所得の向上

きたかた“農の交流”
モニターツアー事業
【27年度補正】

新規 5,000

　本市農畜産物の消費拡大と販売促進を
図るため、これまでトップセールス等を
実施してきた首都圏や関西、沖縄県等の
卸売・小売業者との連携を図り、消費地
の住民を対象に、本市における農畜産物
の生産現場の視察と生産農家との交流機
会を設け、安全・安心と魅力を実感して
もらうモニターツアーを実施する。

農業振興課

2 〃
喜多方おはようマル
シェ（朝市）支援事業
【27年度補正】

新規 500

　観光客の滞在時間の延長や消費金額の
増加、地場産品等の消費拡大による所得
の向上を図るため、観光客に人気の「朝
ラー」と市内観光までの時間帯をつなぐ
「朝市」の開催にかかる経費を支援す
る。

商工課

3 〃

喜多方産米及びそばの
郷喜多方プロモーショ
ン事業
【27年度補正】

新規 956

　喜多方産米など本市特産品の消費拡大
及び「そばの郷喜多方」としてのブラン
ド認知拡大を図るため、友好都市である
東京都東大和市や、大手私鉄グループ、
広告代理店といった民間事業者と連携
し、首都圏などの消費地においてプロ
モーション活動を実施する。

観光交流課

　新しいひとの流れをつくる

(1) 市外への流出を抑制し、定住を促進する

1 ①市内定住の促進
子育て世帯向け定住促
進住宅等整備計画策定
事業

新規 26,887

　良好な居住環境の整備により人口流出
の抑制や市外からの転入促進を図るた
め、子育て世代等を対象とした住宅整備
に関する意識調査等のほか、ニーズに
合った整備計画の策定を行う。

建築住宅課

2 ②若年層の市内定住
の促進

看護職就学・就労支援
事業
【27年度補正】

新規 1,200

　本市の将来を担う看護人材の育成と地
元定着化のさらなる促進を図るため、喜
多方准看護高等専修学校の生徒を対象
に、就学時及び卒業後一定期間の市内就
労時に支援金を支給する。

保健課

3 〃
「住むなら喜多方！」
若者定住促進事業

新規 8,208

　若者等の市外からの転入促進及び市外
への転出抑制を図るため、新たに市内で
住宅等を取得する市内外の若者等に対
し、住宅取得補助金等を支給する。

企画調整課

4 〃 奨学金償還支援事業 新規 900

　若年層の市外流出の抑制とＵターンの
促進を図るため、喜多方市奨学資金等
（奨学金）の貸与を受けた者で学校卒業
後市内に就職・居住するものを対象に、
奨学金の償還を支援する。

商工課

(2) 住まい、仕事等の支援を通じ、本市への移住を促進する

1
①相談・支援体制の
強化による本市への
移住の促進

“来て 見て 触れて”
きたかた農業研修・生
活体験事業
【27年度補正】

継続 2,050

　本市での就農、定住を促進するため、
新規就農を希望する都市部住民を対象
に、本市において農泊しながら農作業と
農村生活を体験できる研修を実施する。

農業振興課

2

①相談・支援体制の
強化による本市への
移住の促進

②移住者に対する住
まいや仕事の支援

喜多方田舎暮らし支援
事業

新規 5,603

　本市への移住・定住を促進するため、
首都圏で開催される移住フェア等におい
て本市での生活に関する情報提供を強化
するとともに、移住希望者がお試し移住
できる体験住宅の設置や、市外から移住
してきた方が空き家を取得する際の経費
等を支援する。

農山村
振興課
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(3) 魅力的な観光エリアづくりにより交流人口を増加させる

1
①観光資源の発掘・
磨き上げとネット
ワーク化

喜多方おはようマル
シェ（朝市）支援事業
【27年度補正】

新規 (500) ＜再掲＞ 商工課

2 〃
観光まちづくり推進事
業
【27年度補正】

新規 75,552

　将来的な「喜多方ＤＭＯ（仮称）(※
1)」の組織づくりを見据え、蔵のまち喜
多方のシンボル的存在である甲斐本家蔵
を取得するとともに、本市の観光拠点施
設及び喜多方観光物産協会の事業・活動
拠点として整備する。

観光交流課

3 〃
観光まちづくり人材育
成・定着支援事業
【27年度補正】

継続 3,091

　「喜多方ＤＭＯ（仮称）」の組織づく
りのため、喜多方観光物産協会において
地域の若者等を雇用しＯＪＴ(※2)を行い
ながら、旅行業務取扱管理者の資格取得
講座の受講を支援するなど、観光に関す
るプロフェッショナル人材の育成・確保
を図る。

観光交流課

4 〃
蔵のまち喜多方・蔵観
光推進事業
【27年度補正】

拡充 5,411

　甲斐本家蔵の一般公開や観光案内（観
光ボランティアガイド）にかかる費用を
支援するほか、将来的な喜多方観光物産
協会による管理運営を見据え、一般公開
等に関するノウハウを学ぶため、観光物
産協会の職員を配置し業務にあたらせ
る。

観光交流課

5 〃
三ノ倉高原花畑事業

拡充 24,001

　本市の交流人口の増加及び地域経済の
活性化を図るため、春は「菜の花」、夏
は東北最大規模を誇る「ヒマワリ」、秋
は「コスモス」が咲き誇り、本市の新た
な観光名所として定着しつつある三ノ倉
高原において、引き続き花畑の造成を行
うとともに、写真コンクールや各種誘客
イベントを併せて実施し、本市独自の
「花でもてなす」観光地づくりを推進す
る。

観光交流課

6 〃
「棚田といえば高郷」
まちおこし事業
【27年度補正】

新規 856

　交流人口の拡大による中山間地域の活
性化を図るため、高郷町において四季
折々に棚田ウォークを開催し、「棚田の
まち」として広くＰＲすることで広く誘
客を図るとともに、写真を活用した棚田
マップを作成し、地域を回遊する仕組み
をつくる。

観光交流課

7 〃
阿賀川旧河道魅力創造
事業

新規 1,200

　水質の悪化により釣り客が減少した慶
徳町川前地区の阿賀川旧河道の魅力を再
度創出するため、周辺調査を実施し地域
の特性を活かした新たな活用の可能性を
探る。

建設課

8
②グリーン・ツーリ
ズムの一層の推進と
広域連携の強化

きたかた“農の交流”
モニターツアー事業
【27年度補正】

新規 (5,000) ＜再掲＞ 農業振興課

(※1)DMO … 「Destination Marketing/Management Organization」の略。地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への誇りと
　　　　　 愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確
　　　　　 なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整
　　　　　 機能を備えた法人。
(※2)OJT … 「On the Job Training」の略。実際に仕事をしながら訓練を行うこと。職業訓練所などで技能を身につけてから職に
　　　　　 つくのではなく、企業に入ってから実地で技能を修得する方法。
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9 〃
花でつながる観光交流
宣言推進事業
【27年度補正】

継続 1,372

　「花でつながる観光交流宣言」を締結
した新潟県新潟市とのつながりを踏ま
え、両地域の特性を活かした広域観光の
推進や相互交流の促進を図るため、新潟
市等との合同による首都圏観光物産展
や、新潟空港路線を活用した誘客プロ
モーション、新潟市内でのイベントへの
出展等による本市の観光ＰＲを実施す
る。

観光交流課

10 ③インバウンド対策
の強化

広域連携による外国人
観光客誘致のためのデ
ジタルＤＭＯ整備推進
事業
【27年度補正】

新規 20,000

　会津地方の市町村と連携しながら、Ｉ
ＣＴ技術を活用し、会津地方が一体と
なって外国人観光客目線の効果的なプロ
モーションを実施する、インターネット
上の「デジタルＤＭＯ」を構築し、外国
人と連携した会津地方の情報発信や、
データに基づいた外国人観光客の国籍や
年齢等に応じた周遊モデルルートの提
案、二次交通情報や放射線情報といった
会津訪問に必要な情報のワンストップ提
供などを実施する。

観光交流課

11 〃
海外誘客促進環境整備
事業
【27年度補正】

継続 1,277

　今後一層の増加が見込まれる訪日外国
人観光客の流れを本市にも引き寄せるた
め、市内に居住する外国人にＳＮＳ等を
活用して本市の魅力を海外向けに発信し
てもらうほか、観光案内所等の市内公共
施設を中心に、外国人観光客のニーズが
高い無料公衆無線ＬＡＮ環境を整備す
る。

観光交流課

　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

(1) 出会いから結婚・妊娠・出産・子どもの健やかな成長における切れ目のない支援を行う

1
①結婚・妊娠・出産
を希望している人々
に対する支援

喜多方市少子化対策結
婚支援事業
【27年度補正】

新規 1,977

　人口減少・少子化に歯止めをかける具
体的な施策を実施するため、喜多方市少
子化対策（結婚支援）交流懇話会を設置
し、若い世代の結婚・妊娠・出産・子育
てがしやすい環境の整備等について様々
な業種間で意見を交わし、市全体として
の課題を認識・共有するとともに、婚活
イベントなど男女の出会いの場の創出
や、結婚希望者に対する支援を行う「世
話焼き人」の組織化を図る。

こども課

2 〃 子ども総合相談事業 新規 1,958

　親となる方々に寄り添い、安心して子
育てのできる環境づくりを推進するた
め、妊娠時期から出産、子育て期間にお
ける様々な相談に対応する「子ども・子
育て総合相談窓口」を設置し、関係機関
等と連携した継続的な支援や必要なコー
ディネートを行う。
　また、父親の積極的な育児参加を促す
ため、父子手帳を配付する。

こども課

(2) 安心して子育てができる環境をつくる

1
①親子を中心に様々
な世代が交流できる
場の整備

屋内子ども遊び場・子
育て世代交流拠点づく
り推進調査事業
【27年度補正】

新規 605

　本市の若い世代が希望する子育て環境
の実現だけでなく、充実した子育て環境
に関心を持つ近隣市町村の若い世代の流
入を図るため、市内における屋内子ども
遊び場・子育て世代交流拠点の整備につ
いて調査検討を行う。

こども課

2 〃
きたかた喜楽里パーク
プラン事業

新規 14,320

　子どもたちが楽しくのびのびと遊び学
べるだけでなく、親や祖父母世代も交流
できる場をつくるため、市民にとって身
近な都市公園について、地域住民の意見
を尊重しながら維持管理や遊具の更新に
ついて年次計画を策定し、計画的な施設
整備を図る。

建設課
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3 ②子育て世代の負担
軽減

ワーク・ライフ・バラ
ンス推進事業
【27年度補正】

新規 963

　男女ともに育児休暇や有給休暇を十分
取得できるような職場環境づくりを企業
に働きかけ、ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）の実現をめざすた
め、市内企業を対象とした実態調査や意
識啓発のセミナーを実施する。

商工課

4 〃
ファミリーサポートセ
ンター利用者助成事業

新規 960

　子育て世代の負担を軽減し、安心して
子育てのできる環境づくりを推進するた
め、ファミリーサポートセンターの依頼
会員（子どもを預けたい人）が支払う利
用料金の一部を支援する。

こども課

5 〃
多子世帯保育料軽減事
業

拡充 2,838

　子育て世代の負担を軽減し、安心して
子育てのできる環境づくりを推進するた
め、現在県が実施している多子世帯保育
料軽減事業の対象世帯に対し、本市独自
に上乗せ補助を行う。

こども課

6 〃
出産・育児のための離
職者への支援事業

新規 3,375

　子育て世代の負担を軽減し、安心して
子育てのできる環境づくりを推進するた
め、出産及び育児のために離職せざるを
得なくなった低所得世帯に対し、一時金
を支給する。

こども課

7
③親子が安心して健
やかに過ごせるため
の支援

喜多方市地域・家庭医
療センター家庭医養成
機能強化事業
【27年度補正】

新規 120

　喜多方市地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」の家庭医育成拠点と
しての機能を高め、研修医の不安を解消
して研修に専念できる環境を整備し、地
域包括ケアシステムの構築に必要不可欠
な家庭医の育成・確保を促進するととも
に、地域への定着を図る。

保健課

　安心なくらしを守るとともに、周辺地域との連携を図る

(1) 安全・安心な地域社会をつくる

1 ③空き家対策の推進
空き家対策事業

拡充 6,286

　安全・安心の確保や景観の維持、まち
の活性化を図るため、老朽化が著しい空
き家の解体撤去及び利活用のための改修
にかかる費用を支援する。
 また、新たに空家等対策協議会を設置
し、空家等対策計画を策定するととも
に、実施に関する協議を行い事業推進を
図る。

建築住宅課

(2) 市民の健康づくりを強化する

1

③地域包括ケアシス
テムの構築による介
護・医療体制の充
実・強化

喜多方市地域・家庭医
療センター家庭医養成
機能強化事業
【27年度補正】

新規 (120) ＜再掲＞ 保健課

2 〃
かかりつけ医による家
庭内血圧見守り（在宅
医療支援）事業

新規 8,600

　かかりつけ医による在宅医療支援体制
の構築を推進するため、携帯電話モ
ジュールを内蔵した血圧計を使って利用
者が家庭で測定した血圧データを自動的
に集積・分析するサービスを活用し、か
かりつけ医が利用者の家庭内血圧データ
を管理し、必要な指導・診療に結びつけ
る。

保健課

(3) 地域のつながりを維持する

1
①市民が主役となっ
た持続可能な地域づ
くり

若者の若者による若者
のための自分磨き事業
【27年度補正】

新規 635

　地域の将来を担う若い世代の自覚や地
域への愛着を醸成するとともに、同世代
の交流を促進するため、市内外の若者が
主体的に企画・実施する、自己啓発や地
域活性化のための取組みを支援する。

生涯学習課
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(4) 広域的な企業の連携を支援するとともに、自治体間の連携により経済・生活圏を形成する

1 ②自治体における広
域連携の推進

きたかた定住自立圏域
づくり推進事業
【27年度補正】

新規 305

　北塩原村及び西会津町とともに「定住
自立圏」を形成し安心して住み続けられ
る経済・生活圏の形成を図るため、「定
住自立圏共生ビジョン」の策定に取り組
む。

企画調整課

2 〃
未来を拓く喜多方人育
成プロジェクト事業
【27年度補正】

継続 (11,308) ＜再掲＞ 企画調整課

　将来を担う多様な人材を育成・確保する

(1) 不足する人材の育成・確保と市内定着を促進する

1
①医療・看護・介護
福祉・保育分野の人
材育成・確保

未利用地等を活用した
人材育成拠点推進事業
【27年度補正】

新規 100

　本市の将来を担う医療・看護・介護福
祉系人材の育成を推進するため、県立高
校跡地などの未利用地を活用した人材育
成拠点の整備について調査検討を行う。

企画調整課

2 〃

介護職員養成・就労定
着化事業（介護パワー
アップ事業）
【27年度補正】

新規 9,154

　介護職員の確保やスキルアップを図る
ため、就職前における介護職員養成講座
や体験研修を実施するほか、就職後にお
ける介護職員初任者研修、実務者研修な
どキャリアアップや処遇改善につながる
取組みにかかる経費を支援する。

高齢福祉課

3 〃
看護職就学・就労支援
事業
【27年度補正】

新規 (1,200) ＜再掲＞ 保健課

(2) 将来を担う子どもたちの育成を強化する

1

①夢に向かい、変化
する時代を生き抜く
力を身につけるため
の教育

あきない後継者育成確
保事業
【27年度補正】

新規 (908) ＜再掲＞ 商工課

2

②本市の歴史、風
土、文化等に関する
学びを通じた「喜多
方人」の育成

若者の若者による若者
のための自分磨き事業
【27年度補正】

新規 (635) ＜再掲＞ 生涯学習課
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